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1 はじめに

[3]，[5]によると，近年，若者の数学離れが問題視され
てきている.数学の教育者を目指す私としてはこの由々し
き状況を何とか打開したいと考える.本研究の目的は，主
に将来の進路を決める直前である高校生，中学生の数学
に対する意識のデータから，どういった対策を中学，高
校においてとればこの状況を少しでも和らげることがで
きるのかを考察することである.数学活動の中だけでの対
策とする.

　卒業論文では，その第 2章で，まず，学生が数学から離
れてしまった要因と現状を示し，第 3章で，学生が数学
から離れてしまうのを防ぐのに有効な工夫を示した．第
4章では，実際の授業の流れを示した．
　本稿は，以下の 2節と 3節で，生徒が数学離れを起こ
す要因と生徒の好きな授業方法と，がんばって勉強した
い教科の順位を示す．4節では，学生が数学から離れてし
まうのを防ぐのに有効な指導上の工夫を述べる．

2 数学離れとその要因

生徒が具体的にどのような理由で数学離れを起こして
いるのかを [3]より調べた．[3]では，アンケートより，理
由を調査・分析し，その結果として生徒が数学を苦手と
する理由を挙げている．以下にそのうちの 7つを示す．

1. 数学をもっと楽しそうに教えて欲しかった

2. 公式の成り立ちを教えてもらえず、暗記させられる
だけだった

3. ワンパターンな単純計算ばかりやらされた

4. 数学だけ楽しさや必要性を教えてくれない

5. 解けない問題ばかり出されて嫌になった

6. わからない問題がわからない

7. 先生の言うとおりでない解答はダメなのか

3 生徒が好む授業方法とがんばって勉強した
い教科

この節では，[5]より生徒たちが好きな授業方法とがん
ばって勉強したいと思っている教科の順位を示す．
　前者は以下である．

1位　先生が黒板を使いながら教えてくれる授業
2位　友達と話し合いながら進めていく授業
3位　グループで何かを考えたり調べたりする授業

見てわかるように 1位に「先生が黒板を使いながら教
えてくれる授業」が挙がっている．これより，教師の授
業展開が生徒たちに，どれだけ大きな影響を与えている

のかがわかる．また，第 2位，第 3位に「友達と話し合
いながら進めていく授業」，「グループで何かを考えたり
調べたりする授業」が挙がっている．教師が実際に授業
を行う際には，生徒のやる気を挙げるためにも生徒同士
で協力して問題に取り組む工夫を授業に取り入れたい．
　次に後者を示す．

1位　英語
2位　数学
3位　理科

この順位より，学部別進学率や好きな教科の順位であっ
た数学がこの調査では 2位である．高校生は数学に苦手
意識を抱いており，同時に頑張って勉強したいとも思っ
ている．

4 指導上の工夫

ここでは，生徒たちが数学を嫌う要因の解決に繋がる
指導上の工夫を 6つ示す．これらの工夫は [1]，[2]，[3]，
[4]を参考に抽出したものである．

1. 具体的実例を挙げる

2. グループ実習を行う

3. 単元同士の関連性をもたせる

4. 複数の解法を示す

5. 誤答例を正答に直す

6. 生徒が作問する

卒業論文では，上の 6つの詳細を具体例を挙げて述べた．
本稿ではその主な部分を抽出して述べる．

4.1 具体的実例を挙げる

この節では，「具体的実例を挙げる」という工夫を考え
る．例えば，田んぼの収穫量や皿の盛り付けなど現実的
な問題と面積比を結びつける問題を取り扱うことで生徒
たちの関心を引くことができる．また，体積比において，
透明な，底面の半径が rで高さが 2rの円錐，半径が rの
半球，底面の半径が rで高さが 2rの円柱の容器を用意し，
円錐，半球の容器にそれぞれ色のついた水を入れ，その
水を円柱の容器に注いだときにそれぞれ何杯分になるか
を生徒たちに見せながら授業を進める工夫が [4]で述べら
れている．
『考察』　体積比の問題においては，容器を用意するのが
難しいというデメリットがあるものの，視覚的にそれぞ
れの立体図形の体積比をとらえることができ，さらに授
業でありながら実習的な要素も取り入れることができる
ので生徒の注目を引きつけることができると考える．場
所としては実験室を使うことになると思うので，いつも
と違う場所で授業を行うことも生徒たちの気持ちを引き
しめる効果をもたらすのではないかと考える．また，こ



のように，現実と数学を結びつけることによって，2節の
1,4の解決につながると考える．

4.2 グループ実習を行う

この節では，「グループ実習を行う」という工夫を考え
る．例えば，確率の分野において正当性を確かめるため
に統計をとるというものが挙げられる．この統計を取る
という作業をグループでそれぞれ行うことは短時間で多
大なデータを得ることができる．また，わからないとこ
ろをグループ内で教え合えるというメリットもあり，面
積比やその他の多くのデータを取る分野においても全体
的にとりいれることができ，生徒の理解速度を上げる効
果も期待できる．
『考察』　この工夫を取り入れる際に注意したいのは，授
業を行っている最中にグループ内で雑談を始めてしまわ
ない様に教師がまめに机間巡視を行うなどの必要がある
ことである．また，この工夫を授業に取り入れることで，
2節の 2,5,6の解決につながると考える．

4.3 単元同士の関連性を教える

この節では，「単元同士の関連性を教える」という工夫
を考える．教師が単元の関連性を教えるのは当然と考え
る．だが，[3]によると近年そういったことをしっかり教
える教師は減ってきていると言われている．学生の数学
離れの原因には少なからず教師の質の低下も影響してい
るようだ．
　では，具体的にどういったところでこの関連性を教え
るかというと，例えば，面積比の分野においては，相似
比と関連付けることができる．さらに，[3]に使用されて
いる例を挙げると，小学校の時に学ぶ鶴亀算と中学校で
学ぶ方程式である．未知の数を xとおくことで一見複雑
に思える鶴亀算も方程式を使えば簡単に解けることを生
徒に教えることによって，方程式を作業的に解くのでは
なくその本質を踏まえた上で解くことができる．
『考察』　この工夫によって，数学に対する知的喜びを
教えられるうえ，生徒が新しい内容を学ぶ際にはいりや
すくなると考えられる．また，新単元に入った際に，そ
れ以前でつまずいた部分に気づくことができるというメ
リットもある．この方法をとる上で注意したいのは，他
の単元とこれから学ぶ単元を結びつける際に複雑な例を
用いて生徒を混乱させないように気をつけることである．
また，この工夫によって 2節の 2の解決につながると考
える．

4.4 複数の解法を示す

この節では，「複数の解法を示す」という工夫を考える．
この工夫は，[3]で，2節の 7への対応として述べられて
いる．この工夫を行うことにより，ただ解を求められれ
ばよいというだけでなく，理解を深めることができ，数
学的に説明する力も養えると考える．
『考察』　ここで注意したいのは，まだ学習していない
単元での解き方を別解として紹介しないようにすること
だ．また，この工夫によって 2節の 3,7の解決につなが
ると考える．

4.5 誤答例を正答に直す

この工夫は，[2]など，いくつかの文献で述べられてい
る．具体的には，その単元を一通り終えた後に，間違えや
すい箇所をあえて間違えた解答例を生徒の前に示し，生
徒にどこが間違っているかを指摘させるものである．こ
れにより，その単元に対する理解をより深めることがで
き，間違えを起こす抑止力になるとも考える．この誤答
例は，教師が予め用意したものの他に，生徒が実際に間
違ったものを取り上げるのもよい．なお，この工夫の授
業例として [1]を参考にしている．
『考察』　この工夫によって，2節の 2,3の解決につなが
ると考える．

4.6 生徒が作問する

最後に述べるのが，生徒が作問を行う方法である．こ
の工夫は [1]，[2]，[4]で述べられている．具体的には，教
師が式や事例を述べ，それをもとに生徒たちが問題を作
成するものである．自分自身で作問を行い，他者に伝わ
る様に分かりやすく表現できるようにすることで，公式
の成り立ちなどを深く知ることができると考える．また，
それぞれ作成した問題を生徒同士で解かせ合う方法も有
効である．
　発問の仕方として，一元一次方程式においては，[4]よ
り，「一元一次方程式 x + (x − 10) = 100 で解決するこ
とができる問題をつくろう」と発問する例があげられる．
この例は，[4]より，方程式から問題をつくる場面を取り
上げ，与えられた方程式から数量の関係を読み取り，具
体的な場面を想定して問題をつくる過程を自分の言葉で，
他者に伝わるように分かりやすく表現することで，事象
と方程式との関係を一層深く理解できるようにする．
『考察』　この工夫は，一通り単元を終えた後でないと間
違った作問を行う恐れがあるので注意したい．また，こ
の方法によって 2節の 2,3,5の解決につながると考える．

5 おわりに

本研究では，学生の数学離れが起こっている現状と原
因を究明し，その現状を打開するための授業における工
夫を研究した．数学教育に携わる人間として，これから
も生徒の数学離れが減少するような工夫を考えたい．
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